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序

このたび報告する「四ヶ所古四ヶ所遺跡」は、筑後市の西部で行われて

いる水田農業大区画圃場整備事業と併せて行っている筑後川下流農業水利

事業平成4年度幹線水路中木室1号線工事を実施するにあたって、発掘調査

したものです。

筑後市教育委員会が平成4年度に埋蔵文化財発掘調査を実施し、 その結

果を平成5年度にまとめたものであります。

周辺の遺跡の所在は早くから知られていたものの、発掘調査をされたこ

とがなく、 その内容は未知のままでした。 この度の発掘調査により、 中世

の良好な資料を得るなど、 四ヶ所周辺の集落の起こりを知るうえで欠くこ

とのできない内容を持った遺跡となりました。

本報告書が、学術研究や郷土研究の資料として広く活用していただけれ

ば幸いです。

最後に、調査に際しご協力賜りました方々に、厚くお礼申し上げる次第

であります。

平成6年3月31日

筑後市教育委員会

教育長 森田基之



言例

1. 本書は、筑後市教育委員会が平成4年度に実施した、筑後川下流農業水利事業平成4年度幹

線水路中木室1号線工事に伴う四ヶ所古四ヶ所遺跡（筑後市大字四ヶ所字古四ヶ所154外所在）

の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2. 調査に係る費用は総額の86. 67%を筑後川下流農業水利事務所が負担し、残る13. 33%の地

元負担相当額を県から補助を受け、筑後市が負担した。 調査面積は約900m'で調査は平成4年

12月16日から平成 5年2 月22日まで実施した。

3. 検出遺構の実測及び写真撮影は、小林勇作、出土遺物の実測は調査担当者の他に、平塚あ

けみ、塚本映子の協力を得た。 出土遺物の写真撮影、製図は平塚、小林が行い、 木製品の実

測図は奈良大学にお願いし、平塚、小林が補足した。 また、検出遺構の空中写真撮影は（有）

空中写真企画、検出遺構全体図（配置図） の作成は朝日航洋（株）、木製品の保存処理は奈良

大学にそれぞれ委託した。

4. 本書に示す方位はすべてG.N (座標北）とする。（全体図の座標値は国土調査法第II座標系

による。）なお、遺構表示は、下記の略号による。

SP ・ ・ • …柱穴・ビットSK …… 土壊

5. 本書の執筆、編集は小林が担当した。

SD… …溝• 溝状遺構（クリ ー ク跡）
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第1章 調査の経過

四ヶ所集落周辺の遺跡は、 過去の追跡分布調査によってその所在は周知されていたものの、 発

掘調査はされたこ とがなか った。

筑後市では現在、 筑後市北部第2地区低コスト 化水田農業大区画圃場整備事業が進められてお

り、 九州農政局筑後川下流農業水利事務所か ら筑後川下流農業水利事業平成4年度幹線水路中木

室1号線工事に係る予定地について、 筑後市教育委員会が埋蔵文化財調査の依頼を受けた。 これ

により、 平成4 年11月に試掘調査を行い、 調査区内に埋蔵文化財が認められたため、 事業関係者

との協議を行った結果、 「四ヶ所古四ヶ所遺跡」とし て発掘調査を実施することになった。

平成4 年12月16 日か ら重機を用いて表土層を除去 し 、 平成5 年 1月5 日か ら遺構検出、 遺構の

掘削、 検出遺構の実測、 写真撮影を行った。 また、 2 月 1 日は気球による空中写真撮影、 2 月19 日

にはヘリ コプタ ー による航空測量 を実施 し 、 2 月22 日に調査を終了 し た。

なお、 調査後の整理作業及び報告書作成については時間的制約か ら平成5 年度に文化財整理室

にて行った。

発掘調査及び整理の関係者 は次の通りである。

平成4 年度（発掘調査）

調査主体 筑後市教育委員会

総 括 教 育 長 森 田 基 之

部 長 橋 本 益 夫

庶 務 社会教育課長 下 川 雅 晴

社会教育係長 松 永 盛四郎

主 事 江 崎 紀 彦

技 師 永 見 秀 徳

（嘱 託） 小 林 勇 作（調査担当）

発掘調査参加者（順不同、 敬称略）

小野 清次

北島ト モエ

古賀 妙子

松田テイコ

加藤 礼子

北島ノプコ

田島 好江

松田ヨシコ

北島 清

北島ハルコ

松尾 輝子

吉田 裕
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北島サッェ

北島ミネコ

松田イツ工

吉田喜美子



平成5年度（整理作業）

調査主体 筑後市教育委員会

総 括 教 育 長 森 田 基 之

部 長 橋 本 益 夫

庶 務 社会教育課長 下 川 雅 晴

社会教育係長 松 永 盛四郎

技 師 永 見 秀 徳

小 林 勇 作（整理担当）

整理作業参加者（順不同、 敬称略）

平塚あけみ（整理補助員） 塚本 映子（調査補助員）野間口靖子 桜木 千鶴

発掘調査及び整理にあたって、 次の方々からご教示、 ご指導を頂き、 調査を無事終了するこ

とができた。 記して感謝の意を表したい。

伊崎俊秋（福岡県教育庁南筑後教育事務所技術主査）、 西山要ー （奈良大学）、 狭川真一 （太宰

府市教育委員会）、 大石昇 白木守（久留米市教育委員会）
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第2章 遺跡の位置と環境

筑後市は、福岡県の南部に広がる筑後平野 のほぼ中心にあたる。

筑後地方の母都市と し て中心的な久留米市の南、約12kmの所に位置し 、市の中心部を縦断す

るJR鹿児島本 線、国道209号と横断する国道442号、更には九州縦貫自動車道など交通の要衝と

なっている。 旧街道沿いに江戸時代の宿場跡や一里塚などの名残を留め、近年はい草やタ オル

をはじめとする多くの地場産業でにぎわいをみせる。 市の北部は、隣市である八女市か ら有明

海沿岸辺りまで延びるいわゆる八女丘陵に覆われ、筑後市はその西側端部付近にあたる。 北部

では、 こ の特性を生か し た葡萄や梨といった果樹栽培が盛んに行われている。 市の南部は高低

差のあまりない地形で、東部と西部では少 し 違った様相をみせる。 南東部では緩やか な低位段

丘を中心とする微高地が広がっているのに対し 、 南西部は低湿地帯が主となる。 南部は水田や

い草といった農産物が盛んである。

次に市内の歴史的環境 について周知の遺跡を交えながら追っていきたい。

市の面積約 2割を占める八女丘陵には一 部の八女古墳群が点在する。 阿蘇の凝灰岩を素材とす
註1

る武装石人や家型石棺を有する石人山古墳、さらには珠文鏡や馬具などを出土 し た瑞王寺古墳

などである。 丘陵部か ら南下すると、集落追跡群が展開する。 縄文時代、弥生時代の追跡は南
註2 註3

東部に集中し、裏山遺跡は縄文時代の集落跡として代表される。 こ の他、弥生時代の森ノ木遺
註4 註5

跡、常用追跡、梅島遺跡、 平塚追跡、山伏遺跡などがあげられる。 奈良時代の代表的な集落辿
註6

跡では約400軒もの竪穴住居を検出し た若菜遺跡がある。 さらに、中世では館跡を巡る区画溝が
註1 註8

近年の発掘調査によって頻繁に検出されている。 坊田遺跡、井田西中野追跡、鶴田楢原辿跡、久
註9

富鳥居辿跡などがそれである。

さて、今回報告する「四ヶ所古四ヶ所遺跡」は、 筑後市大字四ヶ所に位箇する。 筑後市の最

西端、国道442号線沿いにあたり、標高 5m未満という低湿地帯上にある。 周辺は広範囲に及ぶ

水田地帯にクリ ー クが縦横無尽にはし る。 クリ ー クは、 筑後市の西南部を始め、西隣は大木町
一 帯などの低湿地帯でよくみられる。

註 1筑後市文化財調査報告書 第3 集「瑞王寺古墳」筑後市教育委員会1984
註2 「裏山辿跡」筑後市教育委員会1966
註3筑後市文化財調査報告書 第6 集「蔵数遺跡群」筑後市教育委員会1990
註4 「狐塚辿跡」筑後市教育委員会1970に 一部所収
註5 「梅島遺跡」「平塚遺跡」「山伏逍跡」未刊行
註6 「若菜追跡」未刊行
註7 「坊田遺跡」「井田西中野辿跡」未刊行
註8筑後市文化財調査報告書 第12集「東部地区辿跡群」筑後市教育委員会1993
註9筑後市文化財調査報告書 第13集「久富鳥居遺跡」筑後市教育委員会1993
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遺跡名

1. 四ヶ所古四ヶ所遺跡 2. 久富烏居遺跡

5. 最福寺の石塔群 6. 石塚寺跡

9. 古島遺跡 10. 榎崎遺跡

3. 高江窯跡

7. 坊田遺跡

11. 水田天満宮

第1図 周辺の追跡分布図(1/25, 000) 

-4-

4. 高江遺跡

8. 井田遺跡
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第3章 調壺の記録

(1)検出遺構 （第2図）

調査区は東西約60m、 南北約15mの長 方形で、 乳灰白色粘土 （近世前の遺構面） 、 淡灰茶色粘

質土 （近世遺構面） 、 暗黒青色粘質土 （包含層） 、 淡茶色砂質土 （表土） の順に堆積する。 調査

区の西側及び南端か らは、 周囲に張り巡るクリ ー クの続きと考えられる遺構が検出され、 多く

の土師器、 陶磁器が出土 し た。 また東側か らは、 鍵状に曲がる溝と土壊、 井戸 を検出 し 、 土師

器、 磁器、 漆器、 石製品 の出土を得た。 更にほぼ全体か ら近世土堀、 ビット を検出 し た。

土 壊

SK001 (第 3 図）

調査区のほぼ中央か ら出土 し た近世の土壊で、 隅丸方形を呈する。 堆積土は淡灰茶色粘質土

の単ー であった。 近世陶磁器が出土 し ている。

SK 002 (第 3 図）

SKOOlの南にあり、 同じく隅丸方形を呈 し た近世土壊である。 淡灰茶色粘質土の単ーで、 遺

物は近世の磁器を出土 し た。

SK003 (第 2·6 図）

SD040を切り、 長 径6 .Om、 短径1 .5m を測る長 細い土壊である。 埋土はSKOOl、 SK002と同

じ淡灰茶色粘質土の単一 土層で、 追物は土師器、 近世陶磁器を出土し ている。

SK005 (第 3 図）

調査区の東側で検出された長 径3. 87m、 短径2 .34m、 深さ70 cm 前 後を測る楕円形である。 濃

灰茶色粘質土、 淡灰茶色粘質土の順に堆積 し 、 下層か ら土師器、 近世陶磁器を出土 し ている。

SK 015 (第 3 図）

調査区の西側で検出され、 長 径3 .36m、 短径2 .OOm、 深さ95cm前 後を測る。 楕円形で、 堆積

土は淡灰色粘質土が占める。 遺物は土師器片を少量 と銅銭 （寛永通賓） 2枚を出土 し た。

SK 052 (第 3 図）

SK015に切られ、 ほぼ円形を呈する。 浅い土堀で埋土は淡灰茶色粘質土であった。 遺物は少

量 の土師器、 陶磁器を出土 し た。

SK 146 (第 3 図）

調査区の東端で検出 し 、 径2 .9m、 深さ約50cmを測る。 淡灰茶色粘質土の堆積土で、 遺物は土

師器、 近世陶磁器を出土 し ている。
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標高4. OOm 標高4. OOm 

第3図 土壊実測図(1/100)

SK 030 (第4図）

調査区北端東よりに幅約1. 5m、 深さ65cmの土壊を3. 4m確認 し た。埋土は上層が濃 黒茶色粘

質土、 下層は淡黒茶色粘土の堆積であった。埋土中からは土師器、 石鏃 を出土し 、 最 下層の北

端からは漆器椀 を出土 し た。

井戸

SE010 (第5図）

調査区の東端で検出 し 、 径 1 .8m、 井戸枠約0. 8mを測り、 掘形はほぼ真っ直ぐ に立ち上がる。

埋土は上から淡乳茶色粘土、 濃 青灰色粘土で、 約lm掘り下げると水が涌いてでたため、 こ れ以

上は掘下げていない。遺物 は少量 の土師器を出土 し た。
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1. 淡黒茶色粘質土 m灰色土混じり）

2. 涵黒茶色粘質土 m白色粘土プロック多浪）

3. 浪黒茶色粘質土

4. 淡県茶色枯質土（水分を多く含み、 やや砂混じり）

5. 淡黒茶色粘質土（黒色粒子多混）

6. 淡黒茶色粘土

7. 淡黒茶色枯土（青灰色粘土粒子多ill)

標高4. 20m 

標高4. 20m 

゜ 1m 

第4図 SK030実測図(1/100·1/40)

!@

SE□゜

標芯4. 20m 

゜

〗

―©
 

l
u卜
＋
ー

標高4. 20m 

言冒
5m 

第5図 井戸 実測図(1/100)
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SE060 (第5図）

調査区のほぼ中央に検出 し 、 径は 1. 56m、 井戸枠約0. 90m を測る。 堆積土は淡黒茶色粘質土

に乳白色プロック混じりの濃 黒茶色粘土で、 掘形はやや袋状を呈する。 土層断面及び木片の出

土か ら井戸枠の存在を考える。 SEOlOと同じく水が涌いてでたため、 途中で掘削を中断 し た。 遺

物は土師器と漆器を出土 し た。

溝（第2図）

SD018 

調査区の北西部で南北に延びる溝を2. 5m確認 し た。 溝はこ れより北へ延び、 堆積土は上層で

淡乳灰色粘土、 下層は濃 黒茶色粘質土である。 上下層の境 でフラットな面を確認し 、 溝の拡幅

を考える。 遺物は上層か ら土師器、 龍泉窯系の青磁を出土し た。

SD040 (第6 図）

調査区のほぼ中央で北か ら南へ鍵状に曲がる溝を検出し た。 幅約1. 5m前 後で深さ約30cm、 断

面はU字状を呈し 、 底はフラットな状態である。 堆積土は水分を多く含んだ粘質土で、 遺物は

土師器陶磁器、 石臼を出土し た。

SD050 

SD040屈曲部か ら南に延びる

溝で、 幅約40m、 深さ約35cmを

測る。 断面は逆台形状で、 底は

フラットである。 乳茶色土層が

堆積土の 主体 で、 上層か ら土師

器、 陶器、 SD050とSDlOOの境

で漆器を出土し ている。

SD145 

調査区中央南部で南北に延びる

幅約30cmの浅い溝で、 埋土は明

茶色粘質土の単一土層であった。

土師器を数点出土 し た。

SD147 

調査区北西隅で南北方向に延

びる溝を2. 2m 検出し た。 明茶

色粘質土の単一土層で、 出土遺物はない。

標高4. 10m 
a 

b
 

0 1m 

I. 淡灰茶色粘質土

2. 濃乳茶色粘質土

3. 淡黒茶色粘質土（黒色• 白乳色粒子多混）
4. 淡黒茶色枯質土

5. 濃黒肯灰色粘土

第6図 SK003·SD040土層断面図(1/60)
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ク リ ー ク 跡 （第2図）

先 に記述 し たように、周囲を取 り巻 くク リ ー クの続き と考えられる溝を、調査区西側及び南

端か ら検出 し た。 (SD 0 16, 0 17 , 049 , 070 , 080, 090 , 100 , 110 ) 遺構の切合 いや堆積土か ら

SDlOOが最 も古く、次いでSD070, 110→ SD0 16, 0 17の比定 をする。

SD016. 017 

調査区の西側で南北に延びる平行な 2条 の溝を検出 し た。 遺構の埋土は大きく分けて 2 層に分

層でき、 上層は明 黒茶色粘質 土、下層が淡青灰色粘質 土で、 ほぼ水平に堆積 し ている。 遺物は

埋土中から土師器、 近世 陶磁器、滑石製品 （さ じ ） を出土し た。

SD070. 110 

両 方ともSDlOOが埋まった 後の遺構で、埋土はSD070が濃 茶色粘質 土の単一 、SDllOは灰茶

色粘質 土が主体 であった。 出土遺物はSD070で土師器、陶磁器を認 めた。

SD049.  SD080. SD090 

ど れも溜 まり状遺構で、砂粒 を多く含む 明 黒茶色土が堆積 し ていることか ら、 自 然 にできた

溜 まりを考える。 遺物はSD049で土師器を出土し た。

SD100 

ク リ ー ク跡の中で最も古い。 溝の東端は周囲のク リ ー クに結合 し 、西端はSD017に切られて

終息 する。 堆積土は茶色系粘質土が主体 とな る。 出土遺物はSD050のすぐ南で漆器を認め、他

に土師器、陶磁器、滑石製品 （硯 ） な ど を出土し た。

ピ ッ ト 群及 び そ の 他 の遺構 （第2図）

ビット 群は調査区のほぼ全体 で検出 し 、暗 茶褐 色土、も し くは濃 茶色土の埋土で、遺物は少

量 の土師器を出土し た。 な お、調査区 のすぐ北側の包含層では陶磁器や瓦、多 量 の土師器の皿

が出土し 、遺物の報告については、包含層か らの出土であるため数点に留 めた。
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(2) 出土遺物各説

土師器の豆皿、 小皿、 皿、 杯 はいず れも糸切り底であった。 また、 クリ ー ク跡および包含層

か らの 出土遺物については第1 · 2 表にまと めた。

土 器

SK 00 1  (第 7 図・図版 4)

施釉 陶器

碗 ( 1 ) 高台径3 . 45 cm を測り、 胎 土は淡乳褐 色で透明釉 をか ける。 見込みに文様 を施す 。

染 付

瓶 (2) 頸 部の細片で、 外 面に呉須で巴 文様 を施す。 下層か らの出土。

SK 003 (第 7 図・図版 4)

白 磁

皿 (4) 高台径6. 0 cm を測り、 胎 土は明 白色で淡青色の透 明釉 をか ける。

SK OOS  (第 7 図・図版 4 . 5 ) 

染 付

瓶 (3) 高台径8 . 9 cm を測り、 内面と 畳 付は露胎 で内面に釉ダ レ がみられる。 体 部に呉須 で文様

を描 く。 SK OO l 出土の瓶 (2) と 同一固体 と 思 われる。

瓦 器

火入 れ( 1 0) 高台径1 6. 6 cm を測り、 1 . 2 cm の小孔 を有す る。 外 面はナ デ で、 内面は横方向 に刷

毛 目 を施す 。

白 磁

皿 (5 . 6) 5 は口 径1 0. 0 cm 、 高台径3 . 5 cm、 器高2. 5 cm を測り、 全面に乳白色の釉 を施す 。 見

込みは蛇 の目 状に釉 をか き取 る。 6 は高台径3 . 8 cm を測り、 淡青色の釉 をか ける。 畳 付 付近は

露胎 で、 見込みは蛇 の目 状に釉 をか き取 る。

盃 (7 ) 底径2. 7 cm を測り、 乳 灰色の釉 を内外 面にか ける。

碗 (8 ) 口 径9 . 0 cm 、 高台径3. 0 cm を測り、 乳 白色 の釉 を厚 くか ける。

陶 器

灯 明皿 (9 ) 復原底径8. 0 cm で、 褐 色の上釉 をかける。

染 付

碗 ( 1 1 - 18 ) 11は明染付 で、 口 径1 2. 0 cm を測る。 口 縁 はやや外反 し 、 内外 面に呉須 で文様 を

描 く。 1 2 は口 径8. 4 cm 、 高台径4. 0 cm 、 器高4 . 7 cm を測り、 呉須 で七宝 文を描 く。 1 3- 16 は丸

碗 で、 体 部には呉須 で文様 が描か れている。 1 6 はくらわんか碗 である。 14 は淡灰色の胎 土に透 明

釉 をか け、 高台は露胎。 体 部に草花 文を描 く。 17 は内外 面に呉須 で網 目 文を描 き、 畳 付 は露胎 で

ある。 1 8 は湯呑 みで、 見込みにコ ンニ ャ ク印判の五弁花 文がみられる。 体部は山 水文が描か れる。
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SK 030 (第8 図 ・ 図版 6)
土 師 器

小皿 (20-22) 口 径9 . 4- 1 0. 2
cm 、 底径7. 2-9. 0 cm 、 器高 1 . 6 
-2. l cm を測り、 体 部内外 面と

内底部にヨコナ デ がみられる。

口 縁 部 はやや内湾 する。

SK 037 (第8 図）

土 師 器

小皿 ( 1 9) 体 部内外 面と内底部

にヨコ ナ デ がみられる。 口 径 は

9. D em、 底径7. D em、 器高 1 . 5 

cm を測り、 口 縁 部 はやや内湾

する。

SK 1 46 (第8 図 • 図版 6 )
土 師 器

火鉢 (24) 口 縁 部 は内面突 出で、 ヘラによ る面取りを施す。

＼ー」•ここ
、
3

��20 -

24

 

勺
�9‘

_＿
 で三上三1

��2 

＼ ゜ 10cm 

第 8 図 土壊 出土土器実測図② ( 1/3) 

染付 (25) 乳白 色の胎 土に呉須 で文様 を描 く 。 釉 は淡青色の透 明釉 をか ける。

S D 0 1 8  (第9 図 ・ 図版 7 )

青 磁

碗 ( 52) 外 面 はヘラによ る五弁花 文を描 き、 見込みに はスタ ンプによ る草花 文がみられる。 高

台内部 は露胎 で、 内外 面に は粗 い貫入 がある。 高台径5 . 9 cm 。

S D 040 (第9 図 ・ 図版 6 . 7) 
土 師 器

小皿 (33-37) 35 は下層か らの出土である。

皿 (38) 口 径1 1 . 8 cm 、 底径9. 0 cm 、 器高 1 . 6 cm を測り、 体 部と底部にヨコ ナ デ調整 を施す。

杯 (39-46. 49) 口 径1 1 . 6-13. 0 cm 、 底径7 . 0-9. 7 cm 、 器高2. 4-4. 0 cm を測る。 40 は外 面に

煤 が付着 し、 42. 46 は内面に油煙 が付着 する。 45. 49 は体 部と底部の境 がシャ ー プで、 49 は精

選 された胎 土で、 丁寧 に仕上 げている。 42-46 は下層か らの出土である。

青 磁

碗 (50) 口 径 は1 2 . 0 cm を測り、 外 面に横方向 のヘラ描 きを3 本施す。 下暦 出土。

- 12 -
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白 磁

皿(51) 下層か らの出土で底径4. 4cm を測る。 高台は露胎 で、 乳白 色の釉 をか ける。

SD050 (第9 図・図版 6 )

土 師 器

豆皿 (26- 30) 上層か らの出土で、 口 径6. 7- 7. 2cm、 底径4. 3- 5. 2cm、 器高 1. 6- 2. 0cm を

測る。 胎 土は精選 され、 内面 は強 いヨコ ナ デ を施す。

小皿(3 1) 上層 出土で、 口 径8. 0cm、 底径5. 2cm、 器高2. 1cm を測る。 胎 土は精選 され、 焼 成

は良好 。
坪(47. 48) 47. 48は口 径 11. 8- 12. 0 cm、 底径 6. 6- 6. 8cm、 器高3. 3- 3. 4cm を測る。 口 縁 部

はやや内湾 し 、 糸切りを施す。 内外面 はヨコ ナ デ である。

SD 145 (第9 図）

土 師 器

小皿(32) 口 径7. 7cm、 底径5. 4cm、 器高 1. 3cmを測る。 胎 土は精選 され、 焼 成は良好 。 糸切

りで、 内外面 はヨコ ナ デ を施す。

ピ ッ ト 出土土器 （第10 図・図版 7. 8 ) 

出土し た土器は殆 ど が少量且 つ細片の土師 器で、 以 下それぞ れについて記述 する。

(64)はSP 024か ら出土。 土師 器の杯 で、 口 径 10. 4cm、 底径6. 4cm、 器高3. 3cm を測る。 薄

手 で口 縁 端部 はやや内傾 し 、 油煙 が付着 する。 内外面 はヨコ ナ デ を施す。

(59)はSP 026出土。 土師 器の小皿 で口 径8. 0cm、 底径5. 4cm、 器高2. 1cm を測る。 胎 土は精

選 され、 焼 成は良好 である。

(57)はSP 038出土。 土師 器の小皿 で、 口 径8. 8cm、 底径7. 0cm、 器高 1. 6cm を測る。 胎 土は

細砂粒 を多く含み、 焼 成は甘 い。

(60 ) はSP 041か ら出土の土師 器の小皿 で、 口 径8. 2cm、 底径6. 0cm、 器高2. 0cm を測る。 ロ

縁 部は外反 する。 胎 土に赤色粒子 を含む 。

(53)は土師 器の豆皿 である。 SP 042か らの出土で、 口 径6. 4cm、 底径5. 8cm、 器高1. 5cm を

測る。 淡灰褐色 で焼 成は甘 い。

(56)は土師 器の小皿 で、 口 径8 .0cm、 底径6. 6cm、 器高1. 5cm を測り、 淡灰褐 色で細砂粒 を

含む 。 SP 068の出土である。

(54) (58)はSP 072出土。 土師 器の小皿 で、 54は口 径7. 8cm、 底径6. 0cm、 器高1. 8cmを測り、

口縁 部はやや内湾 する。 58は口 径9. 0cm、 底径5. 7cm、 器高1. 6cm を測る。

(6 1)はSP 074出土の土師 器の小皿 で、 口 径9. 6cm、 底径8. 2cm、 器高 1. 3cm を測る。 口 縁 部

はやや外反 する。
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第 1 0 図 ピ ット 出 土土器実測図 ( 1 /3)

( 69)はSP 084か ら出 土し た青磁の高台付皿 である。 口 径8. 0 cm、高台径4. 3 cm、器高2. 7 cm 

を測り、青緑色 の釉 を高台内以外 にか ける。 内面には平彫 りの文様 を施す。

(55)は土師器の小皿 でSP 086か ら出 土する。 口 径8. 2cm、底径6. 5cm、器高 1 .5cm を測る。

胎 土は砂粒 を多く含み、焼 成は不良。

( 65)はSP 098出 土である。 復原底径1 0. 0 cm で、土師器の甕 と思 われる。

( 66)は土師質の土錘 で、表 面は殆 ど剥離 し ている。 SP 1 14出 土。

( 70)は白 磁の皿 で乳白 色 の釉 をか け、全体 に貫入 がみられる。 SP 1 19出 土。
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(62) は SP 126出土。 土師器の皿で、 口 径 15. 0 cm、 底径 11 . 2 cm、 器高2. 2 cm を測 る 。 内外面

は ヨ コ ナ デを施す。

(68) は 瓦質の土鈴で、 SP 129の 出土。 淡黒灰色で、 胎土は精選 さ れて い る 。

(63) は 口径15. 0 cm、 底径 1 1 . 2 cm、 器高2. 2 cm を測 り 、 口 縁部はやや内湾す る 。 土師器の杯

で SP 137出土。

(67) は土鍋の 口 縁部で外面 に煤が付着す る 。 内外面に刷毛 目 を施す。 SP 139出土。

ク リ ー ク 跡出土土器 （第 1 1 - 1 6 図 • 図版10- 14)

土師器の豆皿、 小皿、 皿、 杯につ い て の法鼠及 び出土地点な ど は （別表 ー 1 ) に ま と め、 そ の

他の土器 に つ い て は以下 に記述す る 。

別表 ー 1 ク リ ー ク 跡出土の 土師器の 法量

単位は cm。 ( ) 内 の 数 値 は 復原法量を示す。

番 号 材 質 器 種 口 径 底 径 器 高 残寧 出 土 地 点 備 考
7 1 廿罰器 豆 皿 7. 2 5. 5 1. 5 完 形 S D 0 7 0  糸切り ・ ロ縁郎内湾
7 2 サ罰器 豆 皿 (7. 2) (6. 0) 1. 6 細 片 S D 0 7 0  糸切り
7 3 出罰器 豆 皿 7. 3 6. 0 1. 6 完 形 S 0 0 7 0  糸切り ・ 体部下にネ ジ リ 痕
7 4 廿甜器 小 皿 7. 9 6. 1 1. 8 ほぼ完杉 S 0 0 7 0  糸切り ・ 体部下にネ ジ リ 痕
7 5 廿面器 小 皿 (7. 6) 5. 4 2. 0 1 / 2  S D 0 7 0  糸切り
7 6 埠器 小 皿 8. 2 5. 9 1. 6 はぼ汚fJ S D 1 0 0  糸切り
7 7 廿面器 小 皿 8. 4 6. 4 1. 8 はi芍密 S D 1 0 0  糸切り · 底部に有孔
7 8 土罰器 小 皿 (8. 0) 6. 3 2. 1 2 / 3 S 0 1 0 0  糸切り
7 9 丑罰器 小 皿 7. 5 5. 4 1. 4 完 形 S D 1 0 0  糸切り ・ 油煙
8 -0 丑罰器 小 皿 (7. 4) (5. 8) 1. 7 細 片 S D l O O  糸切り
i 1 埠器 小 皿 7. 3 5. 1 1. 8 完 形 S D 1 0 0  糸切り ・ 体部下にネ ジ リ 痕 • 口縁油煙付着
8 2 廿罰器 小 皿 7. 8 5. 4 1. 6 完 形 S D 1 0 0  糸切り
8 3 廿面器 小 皿 (7. 8) (5. 2) 1. 2 1 / 2  S D 1 0 0  糸切り
8 4 丑罰器 小 皿 (8. 0) 6. 2 1. 6 ほぼ完形 S D 1 0 0  糸切り ・ 内面に有孔 ・ 外面に二次灼成
8 5 廿扉器 小 皿 (9. 0) (6. 0) 2 . 0 1 / 2  S D 1 0 0  糸切り
8 6 廿罰器 皿 (9. 8) 6. 6 1. 5 4 / 5  S D 1 0 0  糸切り
8 7 廿扉器 杯 "'● "" 6. 0 ． ．  細 片 S D 1 0 0  糸切り ・ 底部に有孔及び線刻
8 8 国 杯 00. 0) 6. 4 2. 6 細 片 S D 0 7 0  糸切り
8 9 廿器 杯 (11. 8) (8. 2) 2. 7 2 / 3  S D 0 1 6  糸切り
9 0 廿屈器 杯 (11. 6) (7. 0) 2. 6 1 / 2  S D 0 7 0  糸切り ・ 内外面に煤付着
9 1 考器 沐 03. 0) (9. 0) 2. 9 細 片 S D 1 0 0  糸切り ・ 内面に 2 次焼成
9 2 土罰器 椀 一·-···● 5. 5 " " " はi虚ク S D 0 7 0  糸切り · 涌に断着
9 3 五扉器 杯 (14. 4) (9. 0) 3. 8 細 片 S D l O O  糸切り

- 16 -
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第 1 1 図 ク リ ー ク 跡出土土器実測図① ( 1/3 )  

土 師 器

釜 (94) 口 径20 . 2 cm、 体部径24. 6 cmを測 り 、 色調は 淡黒灰色、 胎土は砂粒が多い。 口縁部が

ほぼ直に立上が り 、 体部外面に横方向のハ ケ 目を施す。 SD 0 1 7出土。

鉢 (95 . 96) 95は 口径22. 0 cmを測 り 、 色調は明茶褐色である。 口縁部は大き く 外反 し、 端部に沈

線が認め ら れる。 口縁部から体部にかけて外面に波状文を施す。 96は細片で、 口縁部には貼付突

帯を施す。 共に SD 0 1 7の出土である。

火鉢 (97-99) 9 7 は SD 0 1 6出土で口 縁部のみの細片である。 内面は横方向のハ ケ 目を施 し、 外

面には三重の突帯を貼付けてある。 ま た、 上部突帯の一本 目 と二本 目 の 間には方形の刻み目 文
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第 1 2 図 クリ ー ク跡出土土器実測図② ( 1/3) 

を施し 、体 部 はエ具にて丁寧 にナ デ ている。 98 、99 は共 にSD 0 1 7 の出土で、口縁 端部が内 面に突

出するタ イプである。 98 は口 径2 1 . 0 cm を測り、口 縁 端部を平らに施す。 99 は口 径20. 6 cm を測

り、 口 縁 端部 はやや丸みを呈 する。 外 面には波 状文を施 し 、内面 は薄 く煤 が付着 し ている。

焙烙 ( 1 00 ) SD O l  7 出土で、口 径45. 0 cm を測る。 口 縁 部は貼 付突 帯で断面 はほぼ三角 形を呈 す

る。 器厚 は薄手 で、内 面 は横方向 のハケ目 を施 し 、外 面は煤 が付着 し ている。

土鍋 ( 1 0 1 ) SD 070 の出土で、口 径 は43. 4 cm を測る。 口 縁 部の貼 付突 帯は玉縁状に施 し 、内 面

は横方向に、外 面 は不定 方向 にハケ目 を施す。

瓦 器

土鍋 ( 102 . 1 03)  共 にSD017 の出土である。 102 は、外 面に2 条 の貼 付突 帯を施 し 、その間に は、

米印 に類似 するスタ ンプ文を認める。 内面は斜め方向 のハケ目 を施す。 口 径47 . 0 cm 。 103 はロ

径49. 6 cm を測り、体 部に指圧痕 を認める。 底部にか けて は斜 め方向 のハケ目 が施される。 外 面

上部に は煤 が付着 する。

羽釜 ( 1 04) SD 1 0 0 出土の細片 である。 体 部にツバ を持 つタ イプで、体 部下位は内湾 する。
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第 1 3図 ク リ ー ク 跡出土土器実測図③ (1/4·1/3) 

- 19 -

1 05 

10cm 

゜



釜 ( 1 05 . 1 06) 1 0 5 は SD 070の 出 土 で 、 把手を有す る 。 体部 に は 、 断面が半 円 を し た 貼付突帯を

施す。 1 06 は SD 100の 出土。 口 縁部は 直に立ち 、 内面は横方向のハ ケ 目 を施す。 口 縁部近 く に把

手を有す る 。

火鉢 ( 1 0 7 ) SD070の 出土で、 口 径32. 6 cm、 底径2 1 . 0 cm、 器高は 1 0 . 3 cm を測 る 。 口 縁部 は 内

面 に 突出 し 、 体部及 び底部に穿孔を認め る 。 底部 に 指圧痕を認め 、 脚を有す る 。

陶 器

播鉢 ( 1 08- 1 14) 全て SD0 1 7出土であ る 。 108 と 1 09は 同 じ タ イ プで、 紫褐色の釉を全面 に か け 、

1 9本の櫛 目 を施す。 ま た 注 口 を有 し 、 底部 と 高台 と の境 に起伏部を認め る 。 1 08は 口 径36 . 0 cm、

底径 13 . 6 cm 、 器高は 1 2. 9 cm を測 り 、 1 09は 口 径32. 8 cm、 底径 14 . 0 cm、 器高は 1 1 . 2 cm を 測 る 。

1 1 0 は底部のみ の細片 で底径 1 3 . 6 cm を測 る 。 焼成不良の た め釉の ノ リ が悪 く 、 櫛 目 は 不明。 1 1 1

- 1 1.4は 口 縁部 の み の細片で、 櫛 目 は 不明。 1 1 2は 口 縁端部が外反 し 、 1 1 3 は玉縁状 を呈す る 。

施釉 陶器

皿 ( 1 1 5 . 1 1 6 .  1 1 9 .  120 )  1 1 5 は SD 070の 出土で 、 紫褐色の 釉 を か け る 。 底部は露胎で 、 口縁部 は

外反す る 。 口 径 1 1 . 2 cm、 底径4. 6 cm 、 器高 は 3. 0 cm を測 る 。 1 1 6 は 口 径 1 4. 2 cm、 底径5 . 0 cm 、

器高 は 4. 2 cm を測 り 、 口 縁部 は やや外反す る 。 白色の上 に褐色の釉 を か け 、 見込み は 釉 を か き

取 る 。 1 1 9 . 120 は唐津で、 SD 0 1 7の 出土で あ る 。 1 1 9 は 口 径 13 . 6 cm、 底径4 . 8 cm、 器高3 . 5 cm を

測 る 。 内面体部 に は唐津特有 の刷毛 目 を認め、 外面底部以外 に 釉を か け る 。 1 20 は 底部 の み の 細

片で、 底径4 . 5 cm を測 る 。 見込み に は 砂 目 跡が 3 ケ所認め 、 高台底部に も 砂の 付着を確認す る 。

碁笥底皿 ( 1 1 7) SD 0 1 7の出土で、 口 径 13 . 2 cm、 底径4. 6 cm、 器高 は 3 . 2 cm を 測 る 。 口縁部は

外反 し 、 見込み に 4 ケ所の胎土 目 跡 を認め る 。 赤茶褐色の胎土 に灰褐色の釉を か け 、 底部外面 は

露胎で あ る 。

碗 ( 1 1 8 ) SD 070か ら の 出土で、 底部のみ の細片で あ る 。 赤褐色の胎土 に緑褐色の透明釉 を や や

厚め に か け る 。 見込み は 釉 を か き 取 り 、 菊花文 の刻印を施す。 高台径 は 7 . 1 cm を測 る 。

瓶 ( 1 2 1 . 122)  共 に SD 0 1 7の 出土で あ る 。 1 2 1 は体部径 1 7 . 2 cm、 高台径8 . 2 cm を測 る 。 内 面 は

無施釉で 強 い ヨ コ ナ デ を施 し 、 体部外面の下位 に は 白色顔料 に よ る 刷毛 目 文 を呈す る 。 122は 体

部径 1 6. 8 cm、 高台径8. 0 cm を測 る 。 外面 は淡黄褐色の顔料を か け た後 に 、 褐釉で絵付 け し 、 更

に飴色の透明釉 を か け て い る 。

白 磁

盃 ( 1 23 ) 口 径7 . 0 cm を 測 り 、 口 縁部 は や や外反す る 。 SD 0 1 7 の 出 土。

青 磁

碗 ( 1 24) SD 100の出土で、 高台径は 6 . 2 cm を測 る 。 青緑色 の釉を か け 、 見込み は釉を か き 取 り

ス タ ン プを押印す る 。
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第 1 5 図 クリ ー ク跡出土土器実測図⑤(1/3) 

染 付

碗(125- 127 ) 全てSD017の出土で、 口 径7. 5- 10 .  5cm、 高台径3 .2- 3 . 8cm、 器高 3. 9- 4. 9cm 

を測る。 体 部外 面にはそれぞ れの文様 を施 し ている。 125は、 くすんだ呉須 のコ ン ニ ャ ク印判 を

施し 、 126は体 部外 面に呉須で唐 草文を描 く。 127は花唐 草文を施す。

皿 (128- 130) 全てSD0 17の出土で、 口 径12. 0- 14 . 6cm 、 底径4 .2- 7 . 6cm、 器高 3 .1- 3 . 6cm 

- 22 -



を測 る。 128は明 染 付で 、内 面に花 文を呉須で描 く。 129. 130は見込 みをか き取 り、体 部内面に草

文を施す。

SD017の出土で 、高台径4. 0cm、体 部径7. 8cmを測る。 見込みには五弁花 のコ ン

ニ ャ ク印判 、 高台内 面には二 重枠 内に 「渦福」の銘 を記 す。

筒型碗(131)
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クリ ー ク跡出土土器実測 図⑥ (1/3) 
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第 1 6 図
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包含層 出 土土器 （第17 、 18 図 • 図版 15- 17)

土師器の豆皿、 小皿、 胚の法量及び出土地点な ど は （別表 ー 2) に ま と め、 そ の他の土器に つ

いて は以下に記述す る 。

別表 ー 2 包含層 出土の土師器法量

単位は cm。 ( ) 内 の 数値 は 復原法鼠を示す。

番 号 材 質 器 種 口 径 底 径 器 高 残寧 出 土 地 点 備
l 3 2 廿扉器 豆 皿 (6. 0) (4 .  5) 1. 9 1 / 3  調査区内包含層 糸切り
1 3 3 土器 豆 皿 6. 3 4. 2 1. 7 4 / 5  調査区内包含層 糸切り
1 3 4 土器 豆 皿 (7. 0) (4. 8) 1 .  9 1 / 3  調査区内包含層 糸切り ・ ロ縁部に油煙付着
1 3 5 廿 豆 皿 (6. 5) (5 .  2) l. 45 1 / 4  調附含層 糸切り
1 3 6  工即窃 豆 illl 7. ;J 4. 8 z. u 元 彬 訴�a贋I 糸切り
1 3 7 出罰器 豆 皿 7. 3 4. 4 1. 9 ほぼ荊杉 調査区内包含層 糸切り
1 3 8 埠器 豆 皿 (7. 0) 4. 0 2. 2 1 / 2  調陥含層 糸切り
1 3 9 埠器 豆 皿 (9. 0) (6 . 6) 1. 6 1 / 4 寧呻含層 糸切り
1 4 0 埠器 豆 皿 (9. 2) (7. 0) 1 . 8 1 / 5  調含眉 糸切り
1 4 1 埠器 小 皿 、 8. 6 \ 7. 6 1. 5 完 形 調包含層 糸切り
1 4 2 埠器 ,Jヽ 皿 (9. 0) (8 . 2) 1. 5 完 形 調包含層 糸切り
1 4 3 廿罰器 小 皿 9. 5 8. 1 1. 15 4 / 5  調査区外包含眉 糸切り
1 4 4  廿罰器 杯 ---·" 9. 7 "一．． ．．． 底靭み 調酪含層 糸切り
l 4 5 考器 杯 (11. 6) (7. 4) 2 . 9 1 / 2  員査区内包含層 糸切り
1 4 6 埠器 杯 (12. 6) (9. 0) 2. 4 底靭み 贋鉗窃包含層 糸切り
1 4 7 埠器 杯 14. 4 10. 1 2. 9 ほぼ荊f3 員包含層 糸切り
1 4 8 出 杯 (14. 0) {11 , 0) 3. 0 1 / 4 調査区外包含層 糸切り
1 4 9 埠器 杯 15. 0 12. 5 2. 8 ほぼ恙� 調査区外包含層 糸切り
1 5 0 埠器 杯 (12. 4) (8. 0) 3. 4 細 片 寧陥含層 糸切り

雑釉陶器

灯明皿 ( 1 5 1 ) 底径3. 6 cm を測 る 。 底面は糸切 り で、 底部 に反 り を呈す る 。

施釉陶器

考

皿 ( 1 52) 口 径 10. 2 cm、 底径3. 8 cm、 器高2. 8 cm を測 る 。 淡緑褐色の透明釉を全面施釉す る 。

染 付
皿 ( 1 53) 体部内面 に呉須で草花文を描 き 、 高台内面に は銘を認め る 。 高台径7. 0 cm。

青 磁

皿 ( 1 54) 龍泉窯系で、 口縁部は外反す る 。 口 径12. 4 cm。

碗( 1 55. 156)  共に龍泉窯系で、 外面に鍋連弁を認め る 。 口縁部で、 155は やや内湾す る の に対 し 、

156は外反す る 。 155は 口 径15 . 4 cm、 156は 口 径16 . 2 cm。
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第 1 8 図 包含瘤 出土土器実測図② (1/ 3) 

土 師 器

土鍋(157. 158) 共 に口 縁 部に貼 付突 帯を施す 。 157は玉縁状の突 帯で、外 面は斜 め方向のハケ 目

を施す。 内面の調整は不明 。 158は断面が半円形状を呈し 、外 面は斜 め方向のハケ 目 、内面は横

方向のハ ケ 目 を施す。

瓦 器

播鉢 (159) 口 縁 端部は厚いバ チ 形を呈し 、9本 の櫛 目 を認 める 。 口 径26. 4 c m。

石製品（第19 図 ・ 図版 16 )

滑石 (160 .161) 160は石鍋 を転 用し た 「さじ（スプ ー ン ） 状」のものである 。 長 さ2. 9c m、 幅

1 . 2cm、 深さ0. 7cm奇JJ り込 んでさじとす る 。 SD017 出土。 161は硯 のミ ニ チ ュ ア で、表 面は研
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磨を施す。 深 さ 0. 1 cm 剖 り 込んで硯面 と す る 。 SD lOO出土。

砥石 (162. 163) 共に材質は砂岩で、 包含層か ら の出土であ る 。 162の主な使用面は 4 面で、 う ち

裏面は細かい両刃状の磨滅を認め る 。 163の主な使用面は表裏面で、 使用が激 し く 内湾 して い る 。

裏面 に両刃状の磨滅を認め る 。

石臼(165) 下臼で、 1/6を欠 く 。 中央に ほぼ円形の心棒孔を も ち 、 目 は 5 分割で一単位あ た り 5

本の 目 を刻む。 石材は花岡岩で、 SD 040の出土。

石鏃 (166) 黒曜石製で、 扶 り が比較的浅 い。 両面加工を施す。 鋸歯鏃で SK030の出土。

瓦 （第 19 図 ・ 図版17)

丸瓦 (164) 長 さ 28. 9 cm、 幅12. 5 cm、 厚 さ 2. 1 cm を測 る 。 裏面に布 目 を認め る 。

古銭 （第19 図 • 図版 17)

銅銭(167. 168) 共 に SK015の出土の 「寛永通賓」 であ る。 167は背面に 「文」 を認め、 168は文字不明。

1 68 

第 2 0 図 古銭拓影 (1/1)

10cm 

L
\
 

二:0

゜

ロニ
第 2 1 図 漆器実測図 ( 1/3)
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漆器 （第21図 • 図版 18 )

漆器は、出 土 し たもの全てにお

いて歪 みが著 し か ったため、薬

品処理 後復原 し て実測し た。

椀 (169) 全面に黒漆を塗 布 し 、

文様 を朱漆で描 いたものであ る。

内面はすべ て朱漆を施 し てお り、

体 部外 面には草文を描 く。 復原

底径は8. 9 cm を測る。 SK 030

の出土 であ る。

皿 (17 0) 全面に黒漆を塗 布 し 、

文様 を朱漆で描 いたものであ る。

内面底部に草文を描 く。 復原口

径10. 6cm、復原器高2. 5cm、

復原底径7 . 7 cm を測る。 SE060

の出土 であ る。

坪 (17 1) 高台部のみで、椀と

も考えら れる。 全面に黒漆を塗

布し、内面は朱 が剥離 し ており、

朱漆は内面 全体 に施 し ていたよ

う であ る。 復原底径7. 3cm、復

原高台 高1 . 9cm を測る。 SD050

の出土 であ る。

木製品（第22閑 ・ 図版 17 )

棒材(17 2 • 17 3) 17 2の断面は四

角 形 を呈し 、先 端を尖 ら せてい

る。 上 部には 4mm の穿孔 があ

り、表面の数 力 所には 、 削りに

よる調整痕 が認めら る。 長 さは

53. 3cm、幅 約2. 5cm、厚 さ1 . 9 

cmを測る。 17 3は竹材によるも

ので、 長 さは2 6. 6cm、 幅 2. 3 cm、

厚 さ0. 6cm を測る。 先 端を加工
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第 4 章 お わ り に

今回設定し た調査区は狭 い面積に留まり、且 つ時間的にも限 られたなか での調査であったこ

とか ら、性格 の不明 な遺構が多く、 大局的な概説 し か できない観 がある。 今回 、調査し た四ケ

所古四ケ所遺跡は、先述 し たとおりクリ ー ク跡、溝、土壊や井戸の他ピ ット 群 など といった生

活 に関連 し た遺構を検出 し た。 遺跡のビ ー クは、鎌倉 時代か ら室町 時代にか けての13世紀か ら

14世紀 、江戸時代 後半 の17 世紀半から18世紀 中葉 といった 2 時期 が主 だった時期 と捉えられる。

こ のビ ー ク時における筑後市内の遺跡は、近 年の調査によって若干 ながら明 らか にされつつあ

るが、四ケ所古四ケ所遺跡周辺に至っては、いまだ明 らか になっていない部分である。 以下、遺

構並びに出土土器について簡 単 にまとめるこ ととし 、調査の 成果 と し たい。

ク リ ー ク 跡

今回調査し た遺構の面積の大部分を占 める溝状の遺構は、調査当初 、丘陵の落ち込みと思わ

れたが、周辺の環境 や調査か らクリ ー ク跡であるこ とがわか った。 クリ ー クは第 1図にあるよ う

に、遺跡周辺は一見 、条里 を思 わせ るよう な網 の目 状に、縦横無尽 に広 がるのが伺 え る。 筑後

市の役 1/6を占 める割 合 で、 筑後 市西南部を始めと し 、西隣 である大木町 や大川市、佐賀県 南

部辺りまで広 がる。

現在、周辺では米やい草といった栽培 が行われており、 筑後市でも有数の穀倉 地帯となって

いる。 いつの時代においても、 水田を営ん でいくう えでは、常に 「 水」の問題 が付 きま とい、

「 用排 水路」の確保 が必 要不可欠 となってくる。 標高 5m以 下という 低湿地帯にもかかわらず 、

水田とし ての機能 を果たす用排 水路は、まさに、 こ のニ ー ズ に答えているので ある。

こ こ で、調査区か ら検出し たクリ ー ク跡 (SD016, 017 , 07 0, 100, 110 ) について振り返って

みたい。 遺構における土層は、殆 ど が下層に厚 さ50cm程 度の溜 まり条 の堆積土、上層に流れ込

みによる堆積土を 認め 、出土遺物は上下層の境 目 辺りか ら出土 し たものが多か った。 遺構の切

り合 いなど の関係か ら、少なくとも 3 段階 に区別でき、古い順に(SD100 ) - (SD07 0• 110 ) -

(SD016·017 ) の比定ができる。 し か し 、ど のクリ ー クも時期 幅の広 い遺物を廃棄 し ており、出

土遺物か らみる時代 区分は難 し い。 基本的には、13世紀後半か ら18世紀以降まで の幅広い時期 を

考えたいが、調査区内のクリ ー クと、検出 し た土堀や溝など の集落遺跡との関連 をみていくと、

集落が崩壊 し た後 の15世紀か ら 18世紀以降 の時期 を捉えたい。

土墳 • 溝• 井戸 • そ の 他

遺跡は、 クリ ー ク跡か らか なりの時間的な幅があると捉えられるが、 こ の他の検出し た土壊

や溝についてみると自 ず と時期 の幅を伺 う こ とができるのではないだろ う か 。
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調査区か らは土壊や溝、 井戸 などを検出 し 、 殆 どの遺構か ら土師器を出土 し た。 土師器は豆

皿か ら杯 まで様 々 な形態のものであるが、 底部はすべ て糸切りで、 板 目 圧痕 を認めるものと認

めないものがあった。 第23図に示 す拓影 はそ の一 部のものである。 図にみる21 . 28 . 29 . 3 1 . 

79 . 92は板 目 圧痕 を認めるもので、 糸切りか らみるロクロの回転 方向 は左向 きのものが多く存

在する。 土師器の編 年が 成されている太宰府 市を参 考 にすると、 Il - 2- 4類 に属 するもので、

12世紀 終末- 14世紀初頭 に相当する。 周 囲か ら検出し たSK030 .SE06 0 .  SD050出土の漆器(16 9

- 17 1)やSD018出土の青磁碗(52)、 SP 139出土の土鍋 (6 7 )などの追物を考慮 し ていくと、 全体

とし て、 13世紀 か ら 14世紀 までの時期 を考える。

また、 検出し た土堀の内、 SKOOl . 003 . 005 . 015 . 052 . 146 の堆積土は、 ほぼ同一 の灰茶色

粘質土を呈し ており、 それぞれの出土迫 物には、 近世の陶磁器を認める。 巴 文様 を持 つ染付瓶 (2)

や外 面に呉須 で文様 を施す染 付碗 ( 13- 14)、 見込 みにコ ン ニ ャ ク印判 の五弁花 文を施 し ている

湯呑み(18)、 新 寛永通賓(16 7 .168)などは 17世紀 後半か ら 18世紀以降 のものと考えられ、 実際 は

18世紀 中葉以降 の時期 であったと捉えたい。

以 上のよ うに、 鎌倉時代か ら近世までの断続的な時期 が見え隠 れ し ているよ うな遺跡である。

調査区のほぼ 全体から検出 し た 13世紀から 14世紀 までの追構や遺物はいず れも少なく、 集落の

主体 部はこ れよ り北方向 に広 がるものと考えて間違いないとこ ろ である。

今回 の調査成果によ り集落とクリ ー クとの概略は、 おおよ そわか ってはきたものの、 当時 の

記録 を残し た史料 はなく、 依然 多くの謎 を残 し ている感 がある。 今 後も、 遺跡周 辺のよ りいっ

そうの調査が待 たれる。 当時の支配層や農民たち が、 大規模 な水田開発を推 進 し ていったクリ ー

ク地帯は、 まさに有数の遺産といえよ う。

（参考文献）

1 . 筑後市教育委員会、筑後郷土史研究会「筑後二川郷土史」 昭和58年
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